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各市町村長 様

高知県危機管理部長

（公印省略）

加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨への基本的な対応について

全国的に局地的大雨や集中豪雨などのいわゆるゲリラ豪雨が多発しています。

本県においても、平成 30年７月豪雨において、安芸市や大豊町、宿毛市など
では急激に雨が強く降りはじめ、１時間雨量が 100mmを超す猛烈な雨が観測さ
れ、安芸川堤防の浸食や高知自動車道の橋梁流出、宿毛市市街地の浸水といった

大きな被害が生じました。

このような加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨（加速度的なゲリラ豪雨）は、

今後もどこでも起こりうると考えられることから、加速度的なゲリラ豪雨への対

応が非常に重要です。

このため、県として別紙のとおり加速度的なゲリラ豪雨への今後の基本的な対

応をまとめましたので、当面の各市町村の取り組みに生かしていただきますよう、

よろしくお願いいたします。

記

１ 加速度的なゲリラ豪雨への基本的な対応

別紙参照

２ 今後、各市町村の「地域防災計画」や「避難勧告等判断伝達マニュアル」等

に反映をお願いいたします。

高知県危機管理部 危機管理・防災課

江渕、久米、紀伊

TEL 088-823-9320 FAX 088-823-9253
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　　全国的に局地的大雨や集中豪雨などのいわゆるゲリラ豪雨が多発している。
　　本県においても、平成30年７月豪雨においては、安芸市や大豊町、宿毛市などで
　急激に雨が強く降りはじめ、１時間雨量が100mmを超す猛烈な雨が観測され、大
　きな被害が生じた。
　　このような加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨（加速度的なゲリラ豪雨　）は今
　後とも発生することが考えられることから、本県における基本的な対応についてまとめた。

※

　加速度的に急激に強くなるゲリラ豪雨への基本的な対応

趣　旨

高知地方気象台 高　知　県 　　　　　市　町　村

防災支援メールなど
気象情報を提供

市町村、県庁各課等と
気象情報を共有 県からの情報提供を受信

市町村へ電話連絡

避難所への避難

自宅内での避難
【２階や崖から離れた
　部屋へ移動】

近隣のより安全な場所
への避難

記録的短時間大雨
情報を発表

さらに豪雨が続く場合など、気象情報に応じて
避難指示（緊急）を発令

大雨特別警報を発表

数年に一度程度の短時間の大雨を
「観測」又は「解析」した時に発表

台風や集中豪雨により数十年に一度の降水量
となる大雨が予測される場合などに発表

避難所の準備（早めに対応）

※加速度的なゲリラ豪雨：時間雨量80mmを超える猛烈な雨が加速度がかかるように急に降りはじめ、同じような場所で短時間降り続く豪雨。
　　　　　　　　　　　　　　　　それまでの累計雨量が小さくても、急激に雨量が増えることから、河川や水路が短時間で増水したり、土砂災害が発
　　　　　　　　　　　　　　　　生する危険性が高まる。（気象用語ではありません）

気象レーダー画像（線状降水帯の例）

高知地方気象台提供

実測雨量による例

80mm

高知県危機管理部 
危機管理・防災課

配備体制（気象情報を基に、早めに配備）

住　民

より遠く!!

気象情報等を注視
　①気象台HP（気象レーダー等）　②水防システム（雨量計、水位計等）など

加速度的なゲリラ豪雨を確認
①気象台HP
気象レーダーで同じ場所に赤紫色を含む線状降水帯の30分程度の停滞を確認
②水防システム
時間80mmを超える雨量を関係流域の雨量計で観測

加速度的な
ゲリラ豪雨
の発生！

速やかに、躊躇することなく 避難勧告 を発令

避難準備・高齢者等避難開始　を発令

市町村へ電話連絡 県からリエゾンを派遣

外出が危険
な場合

平成30年８月

大雨特別警報の事前情報 市町村へ電話連絡
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(夜間に大雨警報(土砂災害)発表の
可能性が高い場合)

土砂災害警戒区域等に

避難準備･高齢者等避難開始

避難を完了
• この状況になる前に避難を完了しておく

気象情報やハザードマップを確認
• 心構えを一段高める

• 危険な区域を把握

• 近隣の安全な場所や避難経路を確認

段階的に発表される防災気象情報の活用例

(夜間に大雨警報(土砂災害)発表の可能性が高い
場合)

土砂災害警戒区域等にお住まいの方は、

避難準備が整い次第、避難を開始

高齢者等は速やかに避難

速やかに避難
• 危険な区域の外の少しでも安全な場所に速や
かに避難

避難指示（緊急）

• 特別警報の住民への周知

• 避難指示（緊急）等の対象範囲を

再度確認

• 心構えを一段高める

• 今後の気象状況に注意

市町村の対応

土砂災害警戒区域等や、急激な水位上昇のお
それがある河川沿いにお住まいの方は、

避難準備が整い次第、避難を開始

高齢者等は速やかに避難

最新の情報をこまめに確認

住民の行動

大雨の
半日～数時間前

雨が降り始める

大雨の数時間
～2時間程度前

雨が強さを増す

大雨が一層
激しくなる

広い範囲で

数十年に一度

の大雨

大雨となる

大雨の数日～
約１日前

大雨の可能性が

高くなる

気象状況 気象庁の情報

警報の危険度分布

注 意 
（注意報級）

警 戒 
（警報級）

非常に危険
命に危険が及ぶ災害が 

いつ発生しても
おかしくない

極めて危険
命に危険が及ぶ災害が
 すでに発生していても 

おかしくない

数十年に一度の

これまでに

経験したことが

ないような異常事態

大雨に

関する

気象情報

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

土

砂

災

害

警

戒

情

報

指定河川 
洪水予報

氾濫 
注意情報

氾濫 
警戒情報

氾濫 
危険情報

氾濫 
発生情報

避難準備・高齢者等避難開始

避難勧告

災害対策本部体制

「避難勧告等に関するガイドライン」（内閣府）及び気象庁の資料を基に、高知県が修正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ３０．９．１４　危機管理・防災課

県の対応

• 気象台から気象情報を収集

• 市町村や各部局に注意喚起

危機管理連絡員会議
 （台風が接近することが予想されるとき）

• 気象台からの防災支援メールを
市町村や各部局へ送付し、注意
喚起

• 市町村に避難指示の発令を働き
かけ

第１配備警戒体制
（県内に気象警報が発表されたとき）

• 市町村に体制の設置や避難準備
情報等の発令を働きかけ

第３配備災害対策本部体制
（規模が大きい被害の発生がほぼ確実
であるとき）

• 市町村に避難勧告の発令を働き
かけ

第１配備体制
（避難準備・高齢者等避難開始の発
令を判断できる体制）

• 情報収集

第２配備体制

• 状況に応じて市町村にリエゾン
（情報連絡員）を派遣

（避難勧告の発令を判断できる体制）

第２配備厳重警戒体制

• これより前の段階で、危険度分布で「極めて
危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完
了しておく

3




